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I Hp-13 ペットボトルリサイクルに対する消費者意識調査
Ｏ美谷千鶴’増子富美Ｓ坂本宗仙¨

　（’日本女大，¨上越教育大）

被　　服

　【目的】地球の環境問題が深刻化すると共にリサイクルの必要性が叫ばれるよう
になり、容器包装に関して分別収集や再商品化が求められている。1997年4月か

ら「容器包装リサイクル法」が施行され、ペットボトルのリサイクルが注目され
ている。そこで、ペットボトルリサイクルに対する消費者の意識と行動の実態を
アンケート調査により検討した。
　【方法】調査対象は日本女子大学学生及び卒業生、1550名で、調査は1997年11月
に実施した。方法は質問用紙法による自己記入式で、回収率は43%であった。
　【結果】「容器包装リサイクル法」が施行された事を周知している人は36%と低
い。特に学生の周知度が低かった。 95%の人は、ペットボトルがリサイクル可能
であることを認識しているにもかかわらず、燃えるゴミとして処理している人が
25%もいた。また、実際にペットボトル回収ボックスを見ている人は50%、利用
した人は24%に留まる。リサイクルを意識してはいるが実際の行動には結びつい
ていないのが現状であった。リサイクル繊維製品を見たことがある人は75%と高
いが、実際に購入している人は20%と低かった。これは消費者が、リサイクル製
品であるか否かよりもデザインや価格を重視して購入していることによる。購入
しない主な理由としては、リサイクル製品＝質の劣る製品という印象のためであ
った。このようなイメージを払拭しリサイクルを推進していくには、リサイクル

繊維製品に対する正しい商品知識の必要性を感じた。
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I Jp－ リバーダイアウェイ法によるアニオン界面活性剤の一次生分解性の評価

○後藤景子・　頼　文子*・　田川美恵子“

　（゛京都教育大、“奈良女大）

　目的　我が国における河川や湖沼の水の汚濁の原因は，以前は産業排水であったが，最

近は生活排水である。生活用水のうち，洗濯用水の占める割合は約25％で，洗濯排水の

ＢＯＤ負荷量も無視できない量である。そこで，本研究では，大和川水系と淀川水系をとり

あげ，それらの河川水中でのアニオン界面活性剤の一次生分解について，界面活性剤濃度

の影響，並びに環境条件としての河川水の温度と汚濁の程度の影響を検討した。

　方法用いた界面活性剤は，直鎖アルキルベンゼンスルホン酸塩(LAS)，アルキル硫酸

エステル塩(AS).アルキルエーテル硫酸エステル塩(AES),アルファオレフィンスルホン

酸塩(ＡＯＳ)及び石けんである。河川水は瀬田川，大和川，佐保川，及び鴬の滝から採取し

た。河川水150mCに所定濃度(5～100ppm)の界面活性剤を加えて所定温度(10～30℃)

で振とうしたのち，界面活性剤残留量をメチレンブルー法(JIS K3363)で定量した。河

川水の汚濁の指標として，化学的酸素要求量(COD)をJIS K0102に準じて測定した。

　結果　瀬田川の水を用いた結果から，一次生分解速度は界面活性剤の種類により異な

り, 25°C. 5 ppmでの分解速度の序列はLAS＜ＡＯＳ＜AES＜AS＜石けんとなることがわ

かった。河川水の温度が高いほど残留率が速く減少し，生分解速度が速くなる傾向が認め

られた。界面活性剤濃度が増加すると消失に時間を要するが，生分解される界面活性剤の

絶対量は多いことが明らかとなった。また，河川水の種類により生分解速度が異なり，速

度の序列は鴬の滝＜瀬田川＜佐保川＜大和川となった。この結果はＣＯＤ測定値と対応し，

汚濁した河川水中で生分解が促進されることが示唆された。
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